
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛行の目的を選択してください。 

複数選択可能です。 

講じる立入管理措置についてチェック

を入れてください。複数選択可能で

す。 

地理院地図 / GSI Maps｜国土地理院 

 

を確認のうえ、“禁止空域”での飛行

が必要な場合は、該当する項目を選択

してください。 

https://maps.gsi.go.jp/#10/35.675705/139.750214/&base=std&ls=std%7Cdid2020%7Ckokuarea&blend=0&disp=111&lcd=kokuarea&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#10/35.675705/139.750214/&base=std&ls=std%7Cdid2020%7Ckokuarea&blend=0&disp=111&lcd=kokuarea&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1


     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

150ｍ以上の飛行を行う場合は、別途

管轄する空港事務所の許可を得る必要

があります。 

【空港等周辺の飛行を行う場合】 

【地表・水面から 150m 以上の空域

における飛行を行う場合】 

空港設置管理者等との調整結果、空

域を管轄する関係機関との調整結果

を記載してください。 

調整先につきましては、リンクをご

参照ください。 

https://www.mlit.go.jp/common/00

1515201.pdf 

【農薬の空中散布を行う場合】 

農薬は危険物に該当し、液体を散布

する行為は物件投下に該当するた

め、農薬の空中散布を行う場合は

「危険物の輸送」と「物件投下」を

選択してください。 

この場合、飛行理由は『農薬散布の

ため』を選択してください。 

飛行させる方法に該当する場合は、飛

行理由を選択してください。 

 “飛行の目的と同じ”を登録するこ

とが可能です。 

https://www.mlit.go.jp/common/001515201.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001515201.pdf


     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意事項 

 

以下の飛行を実施する場合は飛行の経路を特定する必要があります。 

 

・空港等周辺における飛行 

・地表または水面から 150ｍ以上の高さの空域における飛行 

・人又は家屋の密集している地域の上空における夜間飛行 

・夜間における目視外飛行 

・人又は家屋の密集している地域の上空で夜間における目視外飛行（※） 

・補助者を配置しない目視外飛行 

・催し場所の上空における飛行（※） 

・趣味目的での飛行 

・研究開発目的での飛行  

※飛行の経路に加えて飛行の日時を特定する必要がある飛行 

 

詳細は航空局 HP 掲載の「包括申請のご案内」をご覧ください。 

https://www.mlit.go.jp/koku/content/001490919.pdf 

少なくとも申請提出日から１０開庁日以降（土日・祝

日を除く）の日付を飛行開始日として設定してくださ

い。 

特定の条件を除き、日本全国・都道府県名に

よる広範囲での飛行申請が可能です。 

https://www.mlit.go.jp/koku/content/001490919.pdf


     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本全国・都道府県名による広範囲での飛行申請が可能です。 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「空港等の周辺」、「高度 150m 以上」における飛行の許可申請先：  

・飛行を行おうとする場所が新潟県、長野県、静岡県以東の場合 【東京空港事務所】 

・飛行を行おうとする場所が富山県、岐阜県、愛知県以西の場合 【関西空港事務所】 

○上記以外の許可・承認申請先： 

・飛行を行おうとする場所が新潟県、長野県、静岡県以東の場合 【東京航空局】 

・飛行を行おうとする場所が富山県、岐阜県、愛知県以西の場合 【大阪航空局】 

○飛行場所が日本全国の場合： 

  申請者の住所を管轄する地方航空局が申請先となります。 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機体選択後、機体及び申請の内容に応じて追加基準の適合性に関する

情報を入力してください。 

機体の追加基準適合入力については、次の資料をご確認ください。 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鮮明な写真を添付してください。 

灯火の装備状況が確認できる写真を添付してください。 

灯火点灯状態での写真が望ましいです。 

灯火が点灯した状態が望ましい 

鮮明な写真を添付してください。 

機体にプロペラガードを装備した状態での写真を添付してください。 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鮮明な写真を添付してください。 

『カメラ等の装備状況』及び『映像の表示』が確認できる資料を添付してください。 

地上において、どのようにして無人航空機の位置及び異常の有無を把握するのか資料にご記載ください。

また、それらが確認できるプロポや PC の表示画面を添付してください。 

写真は『機体の位置等』が『プロポ画面等に表示されることが確認できる写真』を添付してください。 

機体の位置等の表示 

①カメラ等の装備状況 ②映像の表示 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『容器全体』及び『容器が機体にどのように取り付けられているか』について明確に確認できる写真等を

添付してください。 

スイッチ等により物件を投下する機能を有している場合、『スイッチ等の写真』を添付してください。 

ボタ落ち（※）を防止するための機構を有している場合、『ボタ落ち防止装置の写真』を添付してくださ

い。 

※ボタ落ちを防止するための機構：液だれ防止用の圧力弁を持ったノズル等を指します。 

①容器全体 

②容器が機体にどのように

取り付けられているか 

①スイッチ等の写真 ②ボタ落ち防止装置の写真 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の航空局標準マニュアル 

航空安全：無人航空機の飛行許可・

承認手続 - 国土交通省 

(mlit.go.jp)をご確認のうえ、航空

局標準マニュアルに記載の安全体制

にて飛行させる場合は、「航空局標準

マニュアル 02」を選択してくださ

い。 

 

個別に飛行マニュアルを作成する場合

は、最新の航空局標準マニュアルを参

照のうえ、標準マニュアルとの差異を

お知らせください。 

https://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr10_000042.html#anc03
https://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr10_000042.html#anc03
https://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr10_000042.html#anc03


     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三者賠償責任保険に加入している場合、保険

情報について入力してください。 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【輸送・宅配を行う場合】 

何をどのように輸送し宅配するか具体的に記載してください 

【物件投下を行う場合】 

何をどのように投下するか具体的に記載してください。 

【空港等周辺の飛行を行う場合】 

【地表から 150m 以上の空域における飛行を行う場合】 

当該空域を管轄する空港事務所長の許可が必要ですので、地方航空局への申請においても、空港事務

所への申請状況を下記例のように記載してください。 

 

記載例①（許可を受けた後の場合） 

航空法第 132 条の 85 第２項及び第４項第２号の規定により管轄空港事務所長から地表○○ｍまで
の飛行許可を受けている。 

記載例②（許可申請中の場合） 

管轄空港事務所長あて航空法第 132 条の 85 第２項及び第４項第２号の規定による地表○○ｍまで
の許可申請中。 

記載例③（許可申請予定の場合） 

管轄空港事務所長あて申請し、航空法第 132 条の 85 第２項及び第４項第２号の規定による地表○
○ｍまでの許可を受けてから飛行する。 

希望する許可書の形式を選択してください。 

紙の許可書を希望される場合、提出先へ返信用封筒の郵

送が必要となります。 


